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1.リリース概要 

ここでは、Soliton SmartOn Solo Ver.2.0.0.1 のリリース概要について説明します。機能の

詳細およびインストール方法については、体験版に含まれているユーザーズガイドを参照

してください。 

1.1 動作環境 

 

対応

機種 
PC/AT 互換機 Windows カタログ

(http://www.microsoft.com/japan/windows/ca
talog/）に掲載されているもの。 

OS Windows Vista Home Basic Service 

Pack 1 

Windows Vista Home Premium Service 

Pack 1 

Windows Vista Ultimate Service Pack 1 

※ 各OSは32ビットバージョンのみ

サポート対象となります。 

※ 言語表示は日本語のみをサポー

トします。 

※ サービスパックについては、以下

のURL をご確認ください。 
   

http://www.microsoft.com/japan/win
dows/products/windowsvista/sp1/de
fault.mspx 

 

日本語版 

マイクロソフト サポート ライフサイク

ル ポリシー

(http://support.microsoft.com/lifecycle/)によ

るメインストリームサポート期間中で、サ

ービスパック サポート期間中であるこ

と。 

CPU 使用する OS に依存。 Windows が快適に動作する環境。 

メモ

リ 
使用する OS に依存。 1.5GB 以上を推奨 

共存するアプリケーションが多い場合、よ

り大きなメモリが必要になることがあり

ます。 

HDD
容量 

50MB 以上の空き容量が必要。  

その

他 
IC カードリーダライタのドライバが

インストールされていること。 
Windows エクスペリエンス インデック

ス 基本スコア 3.0 以上の環境を推奨。 

 

http://www.microsoft.com/japan/windows/products/windowsvista/sp1/default.mspx�
http://www.microsoft.com/japan/windows/products/windowsvista/sp1/default.mspx�
http://www.microsoft.com/japan/windows/products/windowsvista/sp1/default.mspx�
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1.2 各バージョンの機能比較 

各バージョンでの主な相違点は以下のようになります。 

 

 Solo V2.0.0 Solo V1.2.2 
対応 OS Windows Vista Windows XP 

FeliCa 対応 ○ ○ 
Windows の簡易ユーザー

切り替え機能との併用 
○ × 

Windows ログオン前に必

ず Solo 認証を行う機能 
○ 

資格情報プロバイダのフ

ィルタで他製品のプロバ

イダを無効にすることで

設定します。 

○ 
 

異なるユーザーによるロッ

ク解除機能 
○ 

ログオン認証、ロック解除

時に成功するとコンソー

ルを使用している Solo ユ

ーザーは必ず切り替わり

ます。※ 

○ 
Solo マネージャーの 
「マネージャー起動権限

を持つユーザーによる

ロック解除」機能で設定

します。 
ファイル・フォルダ隠し機

能 
- 

将来のバージョンでサポ

ート予定 

○ 

※異なるユーザーにより同じ作業画面を使わせないためには、Solo ユーザーに

個別の Windows アカウントを登録します。 
 

1.3 体験版について 

体験版の評価期間は 90 日間です。評価終了後、本体験版はアンインストールしてくださ

い。また、体験版では、ユーザーズガイドに記載されているライセンスの入力は不要です。 
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2.緊急パスワード認証 

緊急パスワード認証とは、SmartOn Solo をインストールしたユーザーがカードを紛失し

た、あるいはパスワードを忘れてしまったためにログオンもしくは PC のロック解除ができ

なくなった場合に、付属の解除キーまたは、管理者が発行する解除コードを使用して一時

的にログオン、ロック解除する機能です。本機能については、添付ユーザーズガイドにも

記載してありますが、本リリースノートの記述内容が最新となっています。なお、緊急パ

スワード認証による解除は、次の二種類の方法がありますが、体験版では「解除キーによ

る解除方法」のみ利用可能です。 

 解除キーによる解除方法 

体験版では、以下の解除キーを入力することにより解除することができます。 

解除キー： H%G%C%FCTM - 2E52L5%T%G - RWL$8FMPX7 

注）製品版では、製品ライセンス毎に解除キーが異なります。 

 

 解除コードによる解除方法 

解除キーの情報を紛失した場合など解除キーによる解除ができない場合に、サポートセ

ンターもしくは管理者から解除コードを入手し解除することができます。但し、本人確認

ができない場合には、解除コードを連絡することができませんので、解除キーを大切に保

管するようにしてください。 

 

2.1 緊急パスワード認証ウィザードの起動 

緊急パスワード認証ウィザードを起動するには、図 2.1 のようなログオン時の SmartOn 

Solo 認証画面、または図 2.2 のようなロック解除時の SmartOn Solo 認証画面上で［オプシ

ョン…］コマンドをクリックします。 

 
図 2.1 Solo 認証画面（ログオン） 
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図 2.2 Solo 認証画面（ロック解除） 

図 2.3 のオプション画面が表示されます。 

 
図 2.3 オプション 

ここで、［緊急パスワード］ボタンをクリックします。図 2.4 の緊急パスワード認証ウ

ィザードが起動します。 

 
図 2.4 緊急パスワード認証ウィザード  
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2.2 緊急パスワード認証手順 

解除キー認証 

本リリースノートに記載されている解除キーを入力して解除を行います。図 2.4 の緊急パ

スワード認証ウィザードの認証方式で[解除キー認証]を選択して、[次へ]ボタンをクリック

します。 

 
図 2.5 解除キー入力 

ここで、本リリースノートに記載されている解除キーを入力し、[完了]ボタンをクリック

します。 

解除コード認証 

体験版では、本機能は使用できません。 

 



Soliton SmartOn Solo Ver.2.0.0.1 （USB2-NFC、NFC-ST、NFC-RW 対応） 7 
体験版リリースノート 

 

3.リモートデスクトップについて 

リモートデスクトップ接続の環境では、トークンによる認証を行うことができません。

サブパスワード認証または緊急パスワード認証により Solo 認証をキャンセルして、ログオ

ンしてください。 

 

4.使用上の注意事項 

ここでは、SmartOn Solo を使用するときの注意事項を説明します。体験版に含まれる、

ユーザーズガイドの注意事項（7 章、8 章）と併せてご参照ください。 

 

画面が突然ロックする 

SmartOn Solo の設定で FeliCa を IC カードリーダから外すと PC の画面ロックをおこなう

設定にすることが可能です。この設定状態で、FeliCa が IC カードリーダ上にセットされて

いるにもかかわらず、突然画面がロックすることがあります。SmartOn Solo では、カード

の有無（IC カードリーダ上にセットされているか否か）を確認するために、定期的に IC カ

ードリーダにアクセスします。この時、PC の環境（電源ノイズなど）によっては、アクセ

スエラーとなり、FeliCa がセットされていないと判断して、画面をロックします。 

画面ロックが頻繁に発生する場合は、SmartOn Solo マネージャーにより、FeliCa を外し

てもロックしない設定にしてください。設定方法については、ユーザーズガイドを参照し

てください。 

 

トークンを外してもロックしない 

コンピュータが過負荷時にトークンの監視を開始した場合、トークンの監視機能が機能

しないことがあります。また、コンピュータが過負荷時にはコンピュータがロック命令を

受け付けないことがあり、トークンをはずしても、画面がロックしない場合があります。

この場合、タスクトレイアイコンや、[Windows のセキュリティ]ダイアログを使用して、コ

ンピュータをロックしてください。 

 

同時にインストールできない可能性がある他社アプリケーション 

SmartOn Solo は、資格情報プロバイダ(Credential Provider), 

 GINA(Graphical Identification and Authentication)を利用するソフトウェアです。資格情報プ

ロバイダ,GINA とは Windows 標準で提供されるログオン機能を拡張するために提供されて

いる機能で、ユーザーの認証方法として、IC カードや USB キー、指紋認証装置などを利用

するなどのカスタマイズを可能にします。他社製品で SmartOn Solo と同様に資格情報プロ

バイダ, GINA を利用しているアプリケーションは、SmartOn Solo を同じ環境にインストー

ルして使用できない場合がありますので注意してください。 
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ICカードを利用する他アプリケーションとの共存 

SmartOn Solo 利用時に他の IC カードアプリケーションを利用し、問題が発生する場合は、

SmartOn Solo の動作モードの指定で、［カードを外したら、コンピュータをロックする］

チェックボックスを無効にして使用してみてください。設定方法については、ユーザーズ

ガイドを参照してください。また、他社製品で SmartOn Solo と同様に IC カードを利用して

いるアプリケーションは、SmartOn Solo を同じ環境にインストールして使用できない場合

がありますので注意してください。 

 

複数リーダの接続 

SmartOn Solo 利用時には、一台の PC に対して、一台のリーダの接続をサポートします。

また、体験版使用中は一台のリーダを接続してご利用ください。 

 

コンピュータの起動時間 

SmartOn Solo をインストールしますと、ログオン画面を表示する前に、SmartOn Solo が

使用しております Windows OS のサービス(Terminal Services)等の起動を待つため、コンピ

ュータの起動時間が長くなる場合があります。ネットワーク設定を自動で行う設定（DHCP

を使用）で、ネットワークにつながっていない場合、特に時間がかかることがあります。 


	1.リリース概要
	1.1 動作環境
	1.2 各バージョンの機能比較
	1.3 体験版について

	2.緊急パスワード認証
	2.1 緊急パスワード認証ウィザードの起動
	2.2 緊急パスワード認証手順
	解除キー認証
	解除コード認証


	3.リモートデスクトップについて
	4.使用上の注意事項
	画面が突然ロックする
	トークンを外してもロックしない
	同時にインストールできない可能性がある他社アプリケーション
	ICカードを利用する他アプリケーションとの共存
	複数リーダの接続
	コンピュータの起動時間



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF30de30cb30e530a230eb75288a2d5b9a>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


